デューイの成長論とアクティブ・ラーニング―衝動、試行錯誤、コミュニケーション― by 行安 茂 & Shigeru Yukiyasu
１　私のデューイ研究の始まりと南イリノイ大学での講義
私が J. デューイ（1859－1952）の研究に着手したのは、昭和 45（1970）年からであった。私
が 39 歳のときである。大学院時代（1954－1961）はイギリスの理想主義者・T.H. グリーン（1936
－1882）の「自我実現の研究」が私の研究テーマであった。この論文を博士論文として広島大学
大学院に提出し（1963）、学位を受領したのは昭和 40（1965）年 2 月 23 日であった。グリーン
の自我実現は 19 世紀後半には自由主義の教育改革の理論として注目され、グリーン自身も「オ
ックスフォード男子高等学校」の創設やサマーヴィル・カレッジ（オックスフォード）の創設に














①　The Philosophy of Alexander
②　Pragmatic Naturalism (1977)








⑤　Lectures in the Far East
彼はこれらの他、『ジョン・デューイ初期著作集（1882－1898）』全五巻の共同編集者の一人で











者への原稿依頼の手紙（1985 年 2 月 28 日）の中でエイムズ教授の功績にふれ、彼は『アメリカ
哲学会の 2 ヶ年間の哲学委員会のプログラム委員長、哲学教育の開発作戦隊委員長、マッチティ
基金コンサルタント、全国人文学基金案の評定者として全国的に活躍した。』」という。1
さて私は 1973 年 4 月 23 日（月）に 2 時間、南イリノイ大学哲学科において、「グリーンとデ
ューイ」と題する講義をした。受講者は大学院の院生・学生等 20 名以上、教授、助教授、大学









1　行安茂『デューイ倫理学の形成と展開』（以文社 ,1988 年 ,276-277 頁）
2　 デューイの三論文とは「トマス・ヒル・グリーンの哲学」（1889）,「グリーンの道徳的動機論」（1892）,「道
徳的理想としての自我実現」（1893）である。詳細は拙著『デューイ倫理学  の形成と展開』（284 頁）を参照。













































































































7　J.Dewey, Reconstruction in Philosophy, p.181.




































9　 J. デューイ（松野安男訳）『民主主義と教育』（上）岩波文庫 ,24 頁。本論文では筆者は訳者の引用文以外の
ところでは「通信」の代わりに「コミュニケーション」の語を用いた。
10　J. デューイ（松野安男訳）『民主主義と教育』（下）岩波文庫 ,41 頁。
11　行安茂「プラグマティズムと公共性の哲学」, 日本デューイ学会『紀要』第 47 号（2006）, 196 頁。











































































































































1972 年 5 月以後オックスフォード大学への留学から 1973 年 4 月の南イリノイ大学での講義に至る
までの文通や論文（英語）を書く原点になるとは当時想像もしなかった。少年期の経験がその後の
人間の成長にいかに大きな原動力になっているかを改めて知ることができた。
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